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目標 2 飢餓をゼロに 
 

私たちが食料の生産、共有、消費の方法を考え直す時が来ています。農林水産業は適切に機能すれば、

すべての人に栄養豊富な食料を提供し、適正な所得を創出しつつ、人間中心の農村開発を支え、環境を守

ることができます。 

 

現状を見ると、私たちの土壌や淡水、海洋、森林、そして生物多様性は急激に劣化しています。気候変動は、

私たちが依存する資源をさらに圧迫し、干ばつや洪水などの災害に関連するリスクを高めています。農村で

暮らす多くの女性と男性は、その土地で生計を立てられなくなり、機会を求めて都市への移住を余儀なくされ

ています。また、食料不安の結果、数百万人の子どもが深刻な栄養不良による発育不全や低身長症に陥っ

ています。 

 

現時点で空腹を抱える 8億 1,500万人に加え、さらに 2050年までに増加が見込まれる 20億人に食料を確

保するためには、グローバルな食料と農業のシステムを根本的に変える必要があります。農業生産性を高め

る能力の強化には、農業への投資が欠かせないほか、飢餓の危険の緩和に資する持続可能な食料生産シ

ステムも必要です。 

 

 

事実と数字 
 

飢餓 

 

• 現在、世界人口の 9人に 1人（8億 1,500万人）が栄養不良に陥っています。 

• 世界で飢餓に苦しむ人々の多くが暮らす開発途上国では、栄養不良率が人口の 12.9%に達してい

ます。 

• 飢餓に陥っている人々が最も多いのはアジアで、全体の 3分の 2を占めています。南アジアの割合

は近年、低下してきていますが、西アジアの割合は微増となっています。 

• 最も飢餓が広がっている南アジアでは、約 2億 8,100万人が栄養不良に陥っています。サハラ以南

アフリカでは、2014‐2016年の期間予測値で、栄養不良率がおよそ 23%に上ります。 

• 栄養不良が原因で死亡する 5 歳未満の子どもは年間 310 万人と、子どもの死者数のほぼ半数

（45%）を占めています。 

• 世界の子どもの 4人に 1人は、発育不全の状態にあります。開発途上国に限ると、この割合は 3人

に 1人に上昇します。 

• 開発途上国では、就学年齢の子ども 6,600 万人が空腹のまま学校に通っていますが、アフリカだけ

でも、その数は 2,300万人に上ります。 
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食料の安定確保 

 

• 世界で最も就業者が多い産業である農業は、現在の世界人口の40%に生計手段を提供しています。

また、農村部の貧困世帯にとっては、農業が最大の所得源かつ雇用源となっています。 

• ほとんどが天水農業を営む全世界 5億軒の小規模農家は、開発途上地域の大部分で消費される食

料の80%程度を提供しています。小規模農家への投資は、最貧層の食料安全保障と栄養状態を改

善し、国内・世界市場向けの食料生産を増大させる重要な手段です。 

• 1900 年代以来、農地からは作物多様性の約 75%が失われています。農業多様性をよりよく活用す

れば、さらに栄養豊富な食生活、農村の生計改善、営農組織のレジリエンスと持続可能性向上に貢

献できます。 

• 女性の農民が男性と平等に資源にアクセスできれば、全世界で飢餓に苦しむ人々を 1 億 5,000 万

人も減らせる可能性があります。 

• 全世界で 40億人が電力を利用できていませんが、そのほとんどは開発途上地域の農村部で暮らし

ています。多くの地域ではエネルギーの貧困が、貧困を削減し、世界が将来の需要を満たせるだけ

の食料を生産できるようにするうえで、根本的な障壁となっています。 

 

 

https://www.un.org/sustainabledevelopment/hunger/ 
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